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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第163期
第１四半期
連結累計期間

第164期
第１四半期
連結累計期間

第163期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2023年４月１日
至　2023年６月30日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高 （千円） 4,774,843 5,710,617 20,975,618

経常利益 （千円） 393,980 512,728 1,147,612

親会社株主に帰属する四半期（当期）純

利益又は親会社株主に帰属する四半期純

損失（△）

（千円） 219,367 △73,294 486,597

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 252,672 165,094 588,609

純資産額 （千円） 18,145,351 18,289,956 18,481,078

総資産額 （千円） 27,288,542 28,812,727 28,387,881

１株当たり四半期（当期）純利益又は

１株当たり四半期純損失（△）
（円） 19.24 △6.40 42.68

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 66.5 63.5 65.1

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

　　　２　第163期第１四半期連結累計期間及び第163期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第164期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。

　なお、当社は、2022年９月５日開催の取締役会において、連結子会社である野澤貿易（上海）有限公司を解散する

ことを決議しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が５類に引き

下げられたこともあり、社会全体でアフターコロナへ向けた動きが加速しておりますが、一方で原材料・エネル

ギー価格の高止まりや世界的な金融引締めなど、予断を許さない状況で推移しました。建築材料業界におきまして

も、製造に使用する原材料の高騰は収まる気配がなく、依然として先行き不透明な事業環境が続いております。

　このような状況のなか、当第１四半期連結累計期間の売上高は57億10百万円（前年同期比19.6％増加）となりま

した。当社グループの単一の報告セグメントである建築材料関連事業の品種別売上高については、主力の押出成形

セメント板「アスロック」は、26億64百万円（前年同期比13.9％増加）、住宅用高遮音床材は５億１百万円（前年

同期比12.2％増加）、住宅用軽量外壁材は11億17百万円（前年同期比37.8％増加）となり、押出成形セメント製品

合計では42億83百万円（前年同期比19.1％増加）、スレート関連は２億21百万円（前年同期比24.9％増加）、耐火

被覆等は４億56百万円（前年同期比74.6％増加）となりました。

　利益面については、原材料エネルギー価格高騰による減益要因があったものの売上高が増収となったこと等によ

り営業利益は４億63百万円（前年同期比56.1％増加）、経常利益は５億12百万円（前年同期比30.1％増加）となり

ました。最終損益は、訴訟損失３億70百万円を特別損失に計上したこと等により、親会社株主に帰属する四半期純

損失は73百万円（前年同期は２億19百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。

 

②財政状態

　当第１四半期連結会計期間末における当社グループの流動資産の残高は、前連結会計年度末と比較して56百万円

増加し、144億44百万円となりました。これは主に現金及び預金が３億17百万円減少したものの、受取手形、売掛

金及び契約資産が２億92百万円、流動資産のその他が77百万円増加したこと等によるものであります。固定資産の

残高は、前連結会計年度末と比較して３億67百万円増加し、143億67百万円となりました。これは主に、投資有価

証券が３億６百万円増加したこと等によるものであります。この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ４億24

百万円増加し288億12百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末と比較して３億47百万円増加し、60

億10百万円となりました。これは主に未払法人税等が１億56百万円減少したものの、流動負債のその他が５億64百

万円増加したこと等によるものであります。固定負債の残高は、前連結会計年度末と比較して２億68百万円増加

し、45億12百万円となりました。これは主に訴訟損失引当金が３億22百万円増加したこと等によるものでありま

す。この結果、負債の合計額は、前連結会計年度末と比較して６億15百万円増加し105億22百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、利益剰余金が４億72百万円減少したこと等から、182億

89百万円（前連結会計年度末と比較して１億91百万円減少）となりました。
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(2）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3）事業上及び財政上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財政上の対処すべき課題に重要な変更はありま

せん。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めておりますが、当第１四

半期連結累計期間において重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は62百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2023年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2023年８月４日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,075,000 12,075,000
東京証券取引所

スタンダード市場
単元株式数は100株である。

計 12,075,000 12,075,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2023年４月１日～

2023年６月30日
－ 12,075,000 － 2,449,000 － 612,250

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日である2023年３月31日の株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

    2023年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 673,100

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,380,300 113,803 －

単元未満株式 普通株式 21,600 － －

発行済株式総数  12,075,000 － －

総株主の議決権  － 113,803 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式1,000株（議決権10個）が

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己保有株式35株が含まれております。

３　自己株式は、2023年４月７日に実施した当社及び当社連結子会社の従業員に対する譲渡制限付株式報酬とし

ての自己株式の処分により、自己株式数が61,600株減少しております。また、譲渡制限付株式の無償取得に

より自己株式数が600株増加しております。

 

②【自己株式等】

    2023年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合
（％）

（自己保有株式）

株式会社ノザワ
神戸市中央区浪花町15番地 673,100 － 673,100 5.57

計 － 673,100 － 673,100 5.57

（注）自己株式は、2023年４月７日に実施した当社及び当社連結子会社の従業員に対する譲渡制限付株式報酬としての

自己株式の処分により、自己株式数が61,600株減少しております。また、譲渡制限付株式の無償取得により自己

株式数が600株増加しております。

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ノザワ(E01166)

四半期報告書

 6/18



第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,993,033 6,675,605

受取手形、売掛金及び契約資産 5,870,798 6,163,324

商品及び製品 673,321 679,805

仕掛品 15,988 15,988

原材料及び貯蔵品 222,882 206,781

未成工事支出金 40,623 54,872

その他 574,787 652,196

貸倒引当金 △3,397 △3,650

流動資産合計 14,388,038 14,444,925

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,851,777 1,817,553

機械装置及び運搬具（純額） 1,588,346 1,586,393

土地 6,473,480 6,473,480

建設仮勘定 129,499 223,035

その他（純額） 262,661 298,615

有形固定資産合計 10,305,766 10,399,078

無形固定資産 141,281 132,751

投資その他の資産   

投資有価証券 2,564,947 2,871,938

その他 1,068,313 1,044,500

貸倒引当金 △80,466 △80,466

投資その他の資産合計 3,552,795 3,835,972

固定資産合計 13,999,842 14,367,802

資産合計 28,387,881 28,812,727
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  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,614,125 3,654,839

未払法人税等 184,493 27,990

賞与引当金 229,000 128,500

製品補償引当金 6,000 6,000

関係会社清算損失引当金 5,500 5,500

その他 1,623,644 2,187,867

流動負債合計 5,662,763 6,010,697

固定負債   

再評価に係る繰延税金負債 1,466,739 1,466,739

退職給付に係る負債 1,915,162 1,873,762

訴訟損失引当金 ※３ 412,000 ※３ 734,000

資産除去債務 67,525 67,529

その他 382,612 370,042

固定負債合計 4,244,039 4,512,073

負債合計 9,906,803 10,522,771

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,449,000 2,449,000

資本剰余金 1,470,572 1,480,921

利益剰余金 10,854,256 10,381,896

自己株式 △261,057 △228,557

株主資本合計 14,512,770 14,083,260

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 857,711 1,069,145

土地再評価差額金 3,142,030 3,142,030

為替換算調整勘定 10,116 10,343

退職給付に係る調整累計額 △41,551 △14,823

その他の包括利益累計額合計 3,968,307 4,206,695

純資産合計 18,481,078 18,289,956

負債純資産合計 28,387,881 28,812,727
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 4,774,843 5,710,617

売上原価 3,375,943 4,093,972

売上総利益 1,398,899 1,616,645

販売費及び一般管理費 1,102,081 1,153,255

営業利益 296,818 463,390

営業外収益   

受取利息 43 22

受取配当金 42,943 53,455

その他 68,248 8,672

営業外収益合計 111,234 62,150

営業外費用   

支払利息 759 759

手形売却費 3,206 2,874

賃貸費用 5,419 5,435

その他 4,688 3,743

営業外費用合計 14,072 12,812

経常利益 393,980 512,728

特別損失   

固定資産除却損 22,515 42,150

訴訟損失 ※１ 36,000 ※１ 370,800

製品自主回収関連費用 － ※２ 45,316

特別損失合計 58,515 458,266

税金等調整前四半期純利益 335,465 54,461

法人税、住民税及び事業税 32,454 6,647

法人税等調整額 83,644 121,108

法人税等合計 116,098 127,756

四半期純利益又は四半期純損失（△） 219,367 △73,294

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
219,367 △73,294
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 219,367 △73,294

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 20,293 211,433

為替換算調整勘定 5,055 227

退職給付に係る調整額 7,956 26,727

その他の包括利益合計 33,305 238,388

四半期包括利益 252,672 165,094

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 252,672 165,094

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（追加情報）

　（連結子会社の解散決議）

　当社は2022年９月５日開催の取締役会において、連結子会社である野澤貿易（上海）有限公司を解散することを

決議しております。なお、同社は現在清算手続き中であります。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１ 手形流動化に伴う裏書譲渡高

 
前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2023年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 1,528,770千円 1,850,300千円

 

２　偶発債務

①　2007年10月１日付で石綿健康障害による労災認定者であり当社グループの事業活動と直接因果関係が認めら

れるものに対する補償制度を導入したことから、将来当該制度に基づき補償負担が発生する可能性がありま

す。

 

②　石綿含有建材にばく露して健康被害を受けたとして、建設従事者とその遺族が国及び複数の建材メーカーに

対して損害賠償金を求める裁判が、各裁判所に係属しております。現在、当社グループは損失の発生可能性が

高いと認められる案件について訴訟損失引当金を734,000千円計上しておりますが、今後の判決の内容により

追加で費用が発生し、連結業績に影響を与える可能性があります。

 

※３　訴訟損失引当金

　石綿含有建材にばく露して健康被害を受けたとして、建設従事者とその遺族が国及び複数の建材メーカー

に対して損害賠償金を求める裁判において、各裁判所が国及び当社を含む建材メーカーに賠償金の支払を命

じた判決を受け、賠償金相当を訴訟損失引当金として計上しております。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　訴訟損失

前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

　石綿含有建材にばく露して健康被害を受けたとして、建設従事者とその遺族が国及び複数の建材メーカーに対

して損害賠償金を求める裁判に伴う損失であります。なお、このなかには、訴訟損失引当金繰入額36,000千円を

含んでおります。

 

当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

　石綿含有建材にばく露して健康被害を受けたとして、建設従事者とその遺族が国及び複数の建材メーカーに対

して損害賠償金を求める裁判に伴う損失であります。なお、このなかには、訴訟損失引当金繰入額380,000千円

を含んでおります。

 

※２　製品自主回収関連費用

前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

　該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

　当社が製造し販売するマインマグ製品の一部に法令の基準を超える石綿が含まれるおそれが高いことが判明し

たことに伴うマインマグ製品の自主回収に係る費用見込額を計上しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る減価償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年６月30日）

減価償却費 169,833千円 169,833千円

 

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日

定時株主総会
普通株式 456,088 40 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金

 

当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月29日

定時株主総会
普通株式 399,065 35 2023年３月31日 2023年６月30日 利益剰余金

 

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

　　当社グループは、建築材料関連事業の単一の報告セグメントであるため、記載を省略しております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　　（単位：千円）

 

前第１四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日

　至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（自　2023年４月１日

　至　2023年６月30日）

押出成形セメント製品関連 3,596,858 4,283,781

スレート関連 177,023 221,044

耐火被覆等 261,555 456,756

その他 728,154 734,826

顧客との契約から生じる収益 4,763,591 5,696,408

その他の収益 11,252 14,209

外部顧客への売上高 4,774,843 5,710,617

 

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失（△）及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

　１株当たり四半期純利益又は

　１株当たり四半期純損失（△）
19円24銭 △６円40銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
219,367 △73,294

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）

219,367 △73,294

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,402 11,447

（注）前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、１株当たり四半期

純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　当社が製造し販売するマインマグ製品の一部に法令の基準を超える石綿が含まれているおそれが高いことが判明し

たため、全てのマインマグ製品の出荷を停止しております。現在、関係機関による検査で各製品とも法令の基準を超

える石綿の含有の有無について、検査を継続中ですが、お客様の安全を第一に考えて万全を期すために、在庫として

お客様がお持ちの全てのマインマグ製品について自主回収をしております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

2023年８月４日

株式会社ノザワ

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

大阪事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 梅　　原　　　　　隆

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 入　　山　　友　　作

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている
株式会社ノザワの2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(2023年４月１日から2023年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ノザワ及び連結子会社の
2023年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に
表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。
 

監査人の結論の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期
レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半
期レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関す
る規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任
を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を
作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結
財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す
る責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視
することにある。
 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立
の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ
ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他
の四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要
な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表におい
て、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に
表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関
する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記
事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな
い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や
状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連
結財務諸表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連す
る注記事項を含めた四半期連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎と
なる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠
を入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して
責任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レ
ビュー上の重要な発見事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を
遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去
するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガード
を適用している場合はその内容について報告を行う。
 

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ
き利害関係はない。
 

以　上
 

（注）１　上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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